
鳩山大豆の栽培・加工・広報による
「元気創造」プロジェクト

大東文化大学国際関係学部

「大豆のアジア学」
代表 新里孝一（国際関係学部教授）



2005年

・1996年からの7年間で栽培面積を50倍にした町。

・県有数の大豆の産地として教科書にも紹介された。

・加工品開発と「鳩バス・枝豆狩り」などの観光イベント。

⇒スライド参照

現在

・高齢化の進行による耕作放棄地の増加。

・加工品や観光化での新たな進展はない。



鳩山町の大豆特産品と鳩バス観光
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活動地域の概況

活動集落 鳩山町高野倉

支援組織 花ノ木営農組合

農家数：13戸

田面積：6ｈａ

畑面積：3ｈａ

水田率：67％



活動の背景（前史）

鳩山町と大東文化大学の交流＝地域連携

大豆生産高・埼玉県トップの鳩山町

アジアの地域研究を教育目標とする国際関係学部

「大豆は東アジアの食文化の横綱」

大豆のアジア学

農業体験、大豆加工品（特産品）の開発

商品化により得た利益で途上国支援を！





高野倉からキャンパスへ

・大学から高野倉までの学生輸送の問題

・国際関係学部「アジア理解教育の総合的取組」

2006年度文部科学省「特色ある大学教育支援事業

（特色ＧＰ）」に採択（2006年度～2008年度）

・特色ＧＰの助成により、キャンパス内に実験農場を造
成（約100㎡）、物置が設営され、管理機などの農機具
なども整備された。



キャンパス内の実験農場



アケボノ 宇宙大豆





活動が目指す方向（目的）

2015年＝大豆のアジア学」10年目の節目の年

「大豆のアジア学」を「ふるさと支援隊」に拡大再編！

原点の地域（高野倉）に戻り、鳩山大豆ブランドの復活
をめざして、地域の高齢者の方々と力を合わせたい。

学生の地域貢献の場であると同時に、社会人基礎力
を鍛え、足腰の強い人材に成長させるための「農業イ
ンターンシップ」の機会としても活用する。



活動内容の骨子（3本柱）

1 大豆栽培

花ノ木営農組合から5畝ほどの畑を提供してもらい、

大豆の播種から脱穀、選別までの作業を、地域在来
のやり方で行なう。年間で6回前後の作業を予定。

2 大豆の加工品開発

学生のアイディアと地元の人々の知恵を結集し、

新しい大豆加工品を開発することをめざす。大豆の可
能性を理解するための調理実習を行なう。

「大学は美味しい！！」をめざす。 ⇒スライド参照



これまでの実績

1 鳩山町とのコラボ 「麦味噌元気ちゃん」



豆乳きなこクリーム ＆

豆乳入りホイップクリームパン

（渋皮マロンクリーム）

ロールちゃん（きなこクリーム）

山崎製パンとのコラボ
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活動内容の骨子（3本柱）

3 まちの話題にするための広報活動

活動のようすを学部のホームページや鳩山町の広
報誌で紹介する。

鳩山町や近隣の自治体の高齢者にも「高齢者にもで
きる大豆栽培」（配布資料参照）について知らせることに
よって、高齢者（アクティブ・シニア）の大豆栽培や農業
への参加を促し、ひいては大豆作付け面積の拡大に
結びつけることをめざす。



活動内容の骨子（3本柱）

1 大豆栽培（農業インターンシップ）

2 大豆の加工品開発

3 まちの話題にするための広報活動



活動スケジュール

時 期 内 容

6月下旬 大豆畑の耕運、大豆栽培の技術指導（講話）

7月上旬 大豆の播種作業

8月上旬 除草作業（宿泊） ＋加工品開発

8月中・下旬 害虫駆除作業、除草作業（宿泊） ＋加工品開発

10月上旬 大豆調理・加工実習（1）

11月中旬 大豆の刈り取り、乾燥（宿泊） ＋加工品開発

11月下旬 大豆の脱穀、選別作業

12月上旬 大豆の調理・加工実習（2）

3月中旬 大豆の耕運作業




